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寄付先団体の

活動を知ろう！

公益財団法人 
日本対がん協会

（宮城県本吉郡南三陸町）

 

　日本対がん協会は1958年、がんの早期発見や早期治療、生活習慣の改善による「がん撲滅」を

目指して設立されました。

　設立当時、がんによる死者は今の４分の1ほどでした。その後がんによる死者は増え続け、

1981年以降、わが国の死因のトップです。現在2人に1人が生涯にがんと診断され、3人に1人が

がんで亡くなる時代になりました。と同時に、早期発見・早期治療により治る病気にもなっています。

　私たちは、「がんに負けない社会をつくる」という大きな目標のもとに、次の三本柱を掲げて　

活動しています。

（1）禁煙をはじめとする生活習慣によるがん予防、がん検診（二次予防）を進めるための
　　「がん予防・がん検診の推進」
（2）患者ががんと共生しながら暮らすための「がん患者・家族の支援」
（3）がん教育を全国に広げ、がんの正しい知識を広めるための情報発信、研修・研究支援活動を
　　  通じた「正しい知識の普及啓発」

　こうした幅広い「がん征圧」活動は、さまざまな企業、団体、個人からの寄付に支えられています。

がんで苦しむ人が1人でも少なくなるよう、引き続き皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

【代　表】会長　垣添　忠生
【所在地】東京都中央区
【設　立】1958年
【ＵＲＬ】http://www.jcancer.jp/

【東北 3.11 基金】公益財団法人パブリックリソース財団を通じて
年度ごとに支援団体を公募･選考しています。

2018 年度　支援団体が決定しました！

“遊びの力” で子どもを元気にするプロジェクト

（2018 年 9月～ 2019 年 8月）

　私たちは、福島に関わる人々のインタビューラジオ番組

「Voice of Fukushima」の制作や、福島の子どもたちの

メディア教育支援などを通じて、福島を支援する団体です。

　福島県双葉郡富岡町では、2017 年 4 月に一部を除き避難　

指示が解除されました。2018 年 4 月には町内で小中学校が　

再開され、17 人の子どもが新たに生活をスタートしています。

　しかし住民の大半が高齢で外出困難であることに加えて、　

子どもたちはスクールバスでの登下校を余儀なくされるなど、

高齢者と子どもたちの交流の機会が少ないことが課題です。

　今回のプロジェクトでは、子どもたちに週に 1 回の音読教室・

表現力教室を実施した上で、防災無線を活用して子どもたちの

声を町全体に届け、孤立しがちな高齢者を元気づけます。

認定ＮＰＯ法人　いわき放射能市民測定室　たらちね
【代　表】理事長　織田　好孝
【所在地】福島県いわき市
【ＵＲＬ】https://tarachineiwaki.org/

一般社団法人　ヴォイス・オブ・フクシマ
【代　表】佐藤　正彦
【所在地】福島県須賀川市
【ＵＲＬ】https://www.voice-of-fukushima.com/

子どもの声が届く町　～とみおかヴォイスステーション～

　私たちは、放射能測定・F1海洋調査・甲状腺検診・子ども保養・

たらちねクリニック・こころのケア事業などを通して、原発事故による

被ばく被害の検証や、子どもたちの健康の見守りに取り組んでいます。

　放射能の健康への影響は、わかっていないことがたくさんあります。

クリニックに来院する子どもや保養に参加する子どもたちは、

不安を抱えていても多くを語ることはありません。

　そこで、子どもたちの気持ちを把握したり、子ども自身が心を

癒したりできるよう、遊びを取り入れたセラピーを実施したいと

考えていました。今回のプロジェクトで、箱庭セットを導入し、

箱庭療法（※心理療法の一つ）をスタートできることになりました。

　ご支援に感謝いたします。

リレー・フォー・ライフ
がん患者や家族を支援し、地域でがんと向き合い、
がん征圧を目指す、１年を通じて取り組むチャリティ活動。
活動の締めくくりとして、２日間にわたり仲間とタスキをつなぎ、
夜通し歩くリレーイベントを行っています。

医師によるがんの無料相談
このほか、看護師や社会福祉士等による電話相談なども
行っています。



平成25年度寄付実績　（平成２５年９月～平成２６年８月）

平成２５年度寄付実績（平成25年9月～平成26年8月）　　　

認定ＮＰＯ法人取得から

　　　　　１年が経ちました！

　ジャパン・カインドネス協会が「認定 NPO 法人」を取得して、1 年が経ちました。

　認定 NPO 法人は、NPO 法人の中でも、より厳しい一定要件を満たしているとして、

所轄庁から交付される認定資格です。全国の NPO 法人 51,829 団体のうち、

認定を取得しているのは全体の約 2%、1,079 団体です。（2018 年 5 月末現在）

　

　一般には、この認定制度自体の認知度が、まだまだ低いようですが･･･

　本会の活動の信頼性･公益性･透明性が評価されたことに誇りを持ち、

皆様の信頼に応えられるような活動を続けてまいります。

　今後とも変わらぬご理解･ご協力をよろしくお願いいたします。

ウェブサイトをリニューアルしました！

　この度、ウェブサイトを全面リニューアルしま

した。ゆび募金についてより分かりやすくご紹介

するとともに、新しくスタッフブログなどのペー

ジができました。

　今後とも内容の充実を図り、より分かりやすく

情報をお届けできるサイト運営を心がけてまいり

ます。寄付状況や寄付先団体の活動など、タイム

リーにご紹介していきたいと思っております。

どうかよろしくお願いいたします。

　日頃からご支援いただいている皆様の企業・

団体ウェブサイトからリンクを貼っていただける

場合は、本会サイトのバナーをご利用ください。

JK NEW
S

西日本を中心とした豪雨により、豪雨災害としては平成最悪と言われるほどの

甚大な被害が出ました。多くの尊い命が失われたことに、深く哀悼の意を表し

ます。被災された方々とそのご家族が安心して暮らせる日常を取り戻せるよう

1日も早い被災地の復興を心よりお祈りしております。

本号作成にあたり、ご多忙の中ご協力いただいた寄付先団体ほか関係各位に

御礼申し上げます。ありがとうございました。
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http://www.jkkyoukai.com/


